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はじめに 

 精蝋後の残渣には僅か

にハチミツやミツロウの

成分が含まれている。これ

らの成分の性質や、ハチの 

 

2． 2018年度の結果・考察(ホウレンソウ) 
 
・ホウレンソウにおいても施肥した試験区の生育が良かった 

 （表 2、図 2）。 

・株数は少ないが適切な施肥量は 8ｇと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． 2018年度の結果・考察(ダイコン) 
 

・残渣を施肥しなかった対照区と施肥した試験区では後

者の生育が良かった（表 1、図 1）。 

・ダイコンの適切な施肥量は 16ｇであると考える。 

表 1 ダイコン 栽培結果 

イコン 栽培結果 

表 2 ホウレンソウ 栽培結果 

巣が自然由来の物質でできていることから、残渣を肥料

として利用することで資源循環型農業に貢献できるので

はないかと考え、本研究を行った。 

公益財団法人齋藤憲三・山﨑貞一顕彰会の皆様に心から感謝申し上げます。 

    残渣を多く施肥すると発芽率が良くなる      

ニホンミツバチのミツロウ残渣の活用法 

 

まとめ・展望 

 精蝋後の残渣は肥料として利用できることがわかった。次

回は肥料として一般に普及させることや蜜源植物に残渣を

施肥して養蜂環境の向上に用いるなど今後資源循環を意識

し、持続可能な養蜂活動を行っていきたい(図 3）。また、

自然由来の物質からなる残渣を肥料として利用することは

環境に配慮した行動であると考え、昆虫が生息しやすい環境

保全も視野に入れた地域づくりを行っていきたいと考える。 

  

根 の 体 積 （cm ³） 76.8 (3) 83.5 (1) 80.1 (2) 66.7 (4)

根 の 長 さ （ cm ） 19.7 (4) 22.8 (1) 21.3 (2) 21.1 (3)

根 の 周 り （ cm ） 9.9 (1) 9.3 (2) 9.0 (3) 8.6 (4)

全 体 の 重 量 （ g ） 238.3 (1) 173.3 (4) 208.0 (2) 174.0 (3)

葉 の 枚 数 （ 枚 ） 23.6 (1) 21.9 (2) 20.6 (4) 21.2 (3)

葉の乾燥重量 （ g ） 16.2 (1) 8.8 (4) 11.6 (2) 10.3 (3)

根の乾燥重量 （ g ） 7.8 (2) 8.3 (1) 4.6 (4) 5.1 (3)

ダイコン
調査区の平均値（順位)

A B C 対照区

    残渣は肥料として効果がある      

図 1 ダイコン 栽培結果（一部抜粋） 

イコン 栽培結果 

図 2 ホウレンソウ 栽培結果（一部抜粋） 

図 3 循環の模式図 

研究対象と方法 

・研究対象作物：ダイコン、ホウレンソウ、キュウリ 

 

 

・研究方法：プランターによる栽培実験 

・栽培期間：2018年 8月 30日～10月 30日 

・施  肥：残渣と培養土の元肥のみとした。 

株 数 （ 株 ） 16 (4) 23 (2) 25 (1) 21 (3)

発 芽 率 （ ％ ） 53.3 (4) 76.7 (2) 83.3 (1) 70.0 (3)

平 均 重 量 （ ｇ ） 27.0 (1) 22.0 (2) 12.7 (4) 13.9 (3)

3 株 の 総 重 量 （ ｇ ） 113.6 (1) 63.9 (2) 51.8 (4) 58.1 (3)

3 株 の 平 均 重 量 （ ｇ ） 37.9 (1) 21.3 (2) 17.3 (4) 19.4 (3)

3 株 の 総 乾 燥 重 量 （ ｇ ） 21.2 (1) 7.7 (2) 6.4 (4) 7.7 (2)

3株の平均乾燥重量 （ ｇ ） 10.6 (1) 3.8 (2) 3.2 (4) 3.8 (2)

上位10枚の平均面積 （ｃｍ²） 105.3 (1) 64.7 (2) 51.4 (4) 54.7 (3)

ホウレンソウ
Ａ Ｂ Ｃ 対照区

調査区の値（順位）

残渣配合量 
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